
 

 

 

 

  

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

  

 

  

(令和２年９月号)

【発行】小鹿地域協議会（電話：４３-１９３２、✉：oshikakyougikai@gmail.com） 

令和３年度に向けた 

「地域活性化に取り組むための主要課題」(地域要望) 

 

 6月 29日(月)小鹿地域協議会運営委員会を開催し、令和３年度に向けた「地域活性化に取り組

むための主要課題」(地域要望)をまとめ、町へ提出しました。内容は、次の通りです。 
 

❶ 県道三朝中線片柴橋の改修 

➋ バンビセンター入口・県道側通路への『外灯』の設置 

➌ 小鹿渓の有効活用(遊歩道の整備、安全対策、案内看板の設置を含む) 

❹ 神倉にある『太古の修験場の道場跡地』である【湯】地点の、文化財としての有効活用 

➎ 結婚対策の推進 

➏ 三朝トンネル・歩道へのガードパイプの設置(三朝バイパスを通学路にするため) 

➐ 大規模林道若桜江府線(中津～河原間)の早期開通 

➑ 中津集落～大規模林道間の道路拡幅 

➒ 西小鹿橋の早期架け替え 

➓ 中津～神倉間のバイパス計画の促進（小鹿渓の自然を残した道路改良計画） 

⓫ 井土～旧三朝ゴルフ場間の改良促進 

⓬ 俵原～中津間の林道開設 

⓭ 冬場の万全な除雪 

⓮ 現在、実施及び計画中の、波伯山・西尾砂防堰堤事業の早期完成 

⓯ 地籍調査のスピード化                    以上１５項目 

 

 

『三朝寺子屋プロジェクト』 

 

 
 

 

７月１０日(金)バンビセンターにて、新型コロナウ

イルス感染症の第２波に備え、学校が臨時休校になっ

た場合に子どもたちの学びを保証するためのオンライ

ン授業実証実験が行われました。 

この実験は、三朝小学校６年生が、会場になった町

内の６つの公民館施設等に分かれて行われ、小学校で

先生が行う授業をライブ配信し、その映像を各公民館

施設等で大型スクリーンに映して授業を進めるもので

す。学校で授業を行う先生からも公民館施設等にいる

子どもたちの様子を見ることができ、双方向のやり                        

取りも可能になっているそうです。 

新型コロナウイル

スの早期終息が願わ

れますが、“万が一

の備え”になります

ね。 

 

 

 

三朝町地域協議会 

消防避難訓練 
 

 

 

７月２７日(月)三徳センターにて、各地域

協議会事務局員・三朝東学童クラブ及び

指導員・三朝町役場担当者が参加し、消

防避難訓練を実施しました。 

当日は、調理室からの出火を想定した

避難訓練を行い、その後、参加者全員が

水消火器を使用した消火訓練をしました。 

日ごろから、火災を起こさないように気を

付けて生活するとともに、消火器を使えるよ

うにしておきましょう。 


